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狭
山
警
察
署
管
内
で
は
昨
年
県
内
で
１
番
目

に
多
い
１
０
７
件
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

一
向
に
被
害
が
減
少
し
な
い
の
が
現
状
で
す
。

被
害
者
の
大
多
数
は
高
齢
者
で
す
。

柏
原
地
区
で
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
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ご
注
意
を
″

一
番
効
果
的

在
宅
時
で
も
電
話
機
を

守
番
電
話
設
定
に
す
る
こ

で
す
。

（
犯
人
は
録
音
さ
れ

る
こ
と
を
嫌
が
り
ま
す
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て

相
手
と
要
件
を
確
認
し
て

ら
受
話
器
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

最
近
各
地
で
地
震
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大

雨
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
時

こ
そ
災
害
対
策
を
再
確
認
し
て

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

の
避
難
場
所
も
確
認

・複
数
の
経
路
を
考
え
て
お
く

ち
出
し
品
の
用
意

受
付
期
間

７
月
１３
日
（本
）
～

８
月
２３
日
（水
）

９
月
１７
日
（日
）

■
問
い
合
わ
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狭
山
警
察
署
ま
で
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●
避
難
場
所
や
経
路

の
確
認

［圏
囲
…
自
宅

の
他
、
よ
く
行
く
場
所
付
近

口
凶
囲
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夏
休
み
真

っ
最
中

で
す
が
、
今
年
県
内

で
は

１
月
か
ら

５
月
末
ま

で
の
間

に
１
１
６

１
件

（前
年
比
＋
９３
件
）

の
声
掛
け
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

よ詐
言

（
お
菓
子
を
渡
し
た
り
、
道
を

聞
い
た
り
し
て
誘
い
出
す
等
）
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写
真
を
撮
る
　
　
。
・
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後
を

つ
け
た
り
、
追
い
か
け
る
等
）

・
・
・
２
１
６
件

で
は

（午
前
７
時
～
午
前
９
時
）

・
・
・
１
３
７
件

●
下
校
時
間
帯

（午
後
３
時
～
午
後
６
時
）

・
・
・
５
６
１
件

校
時
間
帯
だ
け
で
全
体
の
約
６
ヨぼ」

で
は・

・
８
６
０
件
　
●
駅
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０
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・
・
１
１
４
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●
電
車

・
・
３
０
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・
・
　

４
４
件

約
６
割
が
１
人
で
行
動

し
て
い
る
時
に
被
害

に
遭

っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
が
、
野
外

で
子
ど
も

を

一
人
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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令和 5年 狭山署管内発生状況

発生件数   25件
被害額総額  約7,i69万 円
(7月 20日 現在・狭山署調べ)

瓦 が い た ん で い ま す 。
す ぐ 修 理 し ま し ょ う 。

最
近
、
柏
原
地
内
に
屋
根
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
名
乗
る
業
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
何
も
せ
ず
高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム

料
金
を
請
求
し
た
悪
質
な
業
者
も
い
ま
し
た

の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

次

に

掲

げ

る

●
ハ
シ
ゴ
を
伸
ば
し
て
一

●
屋
根
で
コ
ン
コ
ン
と

音
が
し
た

●
屋
根
の
上
に
１５
分

以
上
い
た

●
棟
板
金
が
浮
い
た

写
真
を
見
せ
て
き
た

●
屋
根
の
割
れ
や

ヒ
ビ
割
れ
た
写
真
を

見
せ
て
き
た

●
前
回
の
修
理
業
者
に

対
し
て
の
指
摘
を
さ
れ
た

●
見
積
も
り
を
提
示
さ
れ
た

●
２
人
組
で
社
名
を
名
乗
ら
な
か
っ
た

た
掟
飾
袖
燃
跡
辞
吟
似
址
核
当
し

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
訪
問
業
者
を

安
易
に
家
に
上
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ｏ

契
約
す
る
前
に
必
ず
家
族
に
相
談
を
！
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項
目

屋
根
に

ぇ
、
留
守
電

● ●

柚 原 贅 醤 事 件 簿

自転車盗 ・・・。 1件
空き巣 ・・・・・・ 2件
遣失捨得届・・11件
各種苦情・・・・・・6件
交通事故・・・・13件

(6/21～ 7/20)

・     .~・   ‐ ‐   ―|_■   ‐| _‐ _ | ■   .‐■ | ・ ・ | ・ ‐  .=_. で 'す

“

爾機撥鰹鐵爾



備 蓄 品

●

「

Iし
aけ  lL_

■ JF
―

贅グッ チェックIIス ト

帰宅困難対策や、いつごこで被災するか分からない災害への備え。

災害発生直後、避難時にすぐに持ち出すべさ最低限の備え。これで被災 1日 間をしのぐ。

災害発生後、ライフラインが途絶え、災害復旧までの数日間を自給自足するための備え。

イツモ援

ロロロ

○ 他の家にはない、自分や

家族しか分からない必需

品は、必ず備えておく。

○ 家族構成や生活環境に合

わせて備えておく。

○ 避難所生活だけでなく、
ライフラインが止まつた

家での被災生活も想定す

る。

飲料水
(1人 30× 3日 ×家族分)
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イツモ携帯 非常持ち出し袋

□飲料水 (500m2程度)

□携帯食 (チ ヨコレート・
あめ・栄養機能食品等)

□携帯ラジオ
□連絡先メモ

族の連絡先記入 )

衆電話を使うときのた
に硬貨も)

電灯
1電対策/ヘ ッドライト
両手があさ便利)

ッスル
けを呼ぶため)

。常備薬
分である程度確保)

トイレ
ハンカチ 。手ぬぐい
スク、止血帯など色々
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